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私は入学と同時にライブラリー・アシスタント
として図書館で働く事になり、いつのまにか４年
間続けていました。４年間図書館で働くと、この
図書館がどんなに学生生活の役に立っているかと
いうのを身にしみて感じます。
図書館の中は、にぎわう憩いの場とは違い、静
かでとても勉強しやすい環境となっていて、試験
期間には最後の追い込みをする学生にとって理想
的な場所と言えるでしょう。さらには膨大な資料
はもちろんパソコンや印刷機があることにより、
レポートのシーズンになればたくさんの学生が図
書館で資料集め、パソコンと印刷機を使いレポー
トを作成している姿を見ます。私も図書館での勉
強とレポート作成がどんなに効率がいいかすでに
体験済みです。
他にもただ勉強するためだけに図書館に行くの
ではなく、視聴覚コーナーでは映画を借りる事が
できるので、空き時間にブースを借りて映画を見
る学生が多いです。私自身も授業が休講になった
りしたときには、図書館で映画を見て過ごしてい
ました。変則的な大学の時間割の中で、次の授業
まで何時間も空きがある場合は何もしないで時間
を過ごすより、図書館で映画を見て過ごしてはい
かがでしょうか。
秋学期後半になると、スーツを来た学生を図書
館で見るようになりますが、彼らは就職活動中の
学生たちです。彼らが何をしているかと言うと、
パソコンで求人を見て説明会の予約や履歴書を朝
から何枚も書き、視聴覚コーナーを利用し就職ガ
イダンスのビデオを見たりしています。
もうおわかりになるでしょうが、図書館とは大
学生活を過ごす中で、切っても切り離せない場所
です。新入生も在校生も積極的に図書館を利用し
ましょう。職員やライブラリー・アシスタントが
皆さんの力になり、充実した大学生生活を送れる
はずです。

（政治経済学科 ４年）

私にとって本とは何だろう。そう考えて部屋を
眺めていると、様々な本が目に入ってくる。古典
作品があれば現代のエッセイもある、近代作家も
いるし宗教哲学の本もある。部屋を眺めてみるだ
けでも、自分が多くの本に囲まれて生活をしてい
ることがわかる。ためしに鞄の中を覗いてみた
ら、三冊の単行本が入っていた。通学中に読もう
と思って入れておいたものだ。片道四十分の電車
の中、三冊もの本をどうやって読む気だったのだ
ろうかと思うと、我ながら呆れてしまう。それで
も私はまた大量の本を抱えながら、学校に通うの
だろう。私にとって本とはそういうものだ。本に
は思わず声を出して笑ってしまうものがある。頭
を殴られたような衝撃を受けるものがある。誰か
に伝えたくなるほど感動するものがある。本を開
くたび、ページをめくるたびに多くの《出会い》
が待っている。たとえ同じ本でも、読むたびに新
鮮な《出会い》がある。落ち込んだときに読んだ
り、新しい知識を得た後に読んだりすると同じ本
だったはずなのに、その本は違った表情をしてい
る。本はいつでも私と何かを出会わせてくれる。
そして、そんな本と私の《出会い》の場をつく
ってくれているのが、図書館だった。
今、私は図書館で働く人、つまり図書館司書の
資格を取るための授業を受けている。その授業の
中で忘れられない言葉があった。それは、「司書
の仕事とは本と人とをつなぐ懸け橋になることで
す。」というものだ。この言葉を聞いたとき、司
書の仕事はなんてやりがいのある仕事なんだと本
気で思った。そして、司書が本と人とをつなぐ懸
け橋であると同時に、図書館というもの自体も本
と人とをつなぐ懸け橋なのだと思う。それを言い
換えるとやはり《出会い》になるのではないか。
図書館には四年間あっても読みきれないほどの本
が置いてある。だからこそ、図書館や司書という
懸け橋を通してつながった、本との《出会い》ひ
とつひとつを大切にしていってほしい。

（日本文化学科 ３年）
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